
株式会社ベネッセコーポレーション

学年 教科等 単元等 活用アプリ

小5-中3 社会・総合 情報をもとに自ら学習課題を見出す オクリンクプラス
みんなのボード

資料から気づいたことをもとに、学習課題を見つけよう

準備：
・共有コードを使用してカードを取得し、授業で使用する資料（データ、写真等）を貼り付ける。
・みんなのボードをグループの数だけ作成する。
・準備したカードを子供たちのマイボードに送信する。

授業の流れ：
1. マイボードに送信されたカードの資料を見て、疑問に思ったところや気づいたところに印をつけたり、コメ

ントを入れたりする。
2. 完成したカードを、みんなのボード「全員」に送り、全体で、それぞれの資料のどこに皆が着目している

か共有する。
3. グループでどの着眼点を元に進めるか選ぶ。
4. グループで選んだ着眼点について、疑問や気づいたことについて話し合い、調べること（課題）を決め

る。
5. グループで調べたこと、わかったことを、グループに割り振られたみんなのボードを使ってまとめる。
6. 各グループのみんなのボードを全体で共有し、新たに持った疑問を伝え合う。

• みんなのボードを使うことで、資料のどこに着目されたかをクラス全体で確認できます。
• 社会の単元の導入時やSDGsなど総合の学習の際に、子供たち自身が疑問に思ったこと、
気になったことを調べることで、より主体性をもって取り組むことができます。さらに調べた結果
を共有し新たな疑問をもつことで、探究型の学習を進めていくこともできます。
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ICTサポータの活用事例

共有コード

共有コードを入力、または
カメラを起動して
二次元コードを読み込む

サポータ
おすすめ
ポイント

授業
内容

データを資料とした取り組みの例

画像を資料とした取り組みの例

カードのフォーマット

出典：総務省統計局
https://www.stat.go.jp/data/jinsui/index.html
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